
■
「
返
済
の
決
意
」
と
「
生
活
の
立
て
直
し
」
が
カ
ギ
 

窓
口
の

達
人
窓
口
の

達
人

インタビュー 

日本クレジットカウンセリング協会 
アドバイザーカウンセラー 

角川洋子氏 
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長
引
く
不
況
で
賃
金
が
減
り
、
ロ
ー
ン
や
ク

レ
ジ
ッ
ト
の
返
済
に
追
わ
れ
、
借
り
て
は
返
す

こ
と
を
繰
り
返
し
て
ふ
く
ら
む
借
金
。
多
数
の

業
者
か
ら
借
金
を
重
ね
、
身
動
き
が
と
れ
な
く

な
る
。 

　
「
日
本
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
協
会
」

は
、
こ
う
し
た
多
重
債
務
者
の
救
済
と
生
活
再

建
を
、
公
正
・
中
立
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
と

お
し
て
無
料
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
公
益
法
人
。
経

済
産
業
省
と
金
融
庁
の
所
管
で
、
一
九
八
七
年

か
ら
活
動
を
始
め
た
。
年
間
九
〇
〇
〇
件
の
問

い
合
わ
せ
が
あ
り
、
電
話
は
鳴
り
や
む
こ
と
が

な
い
。 

　
角
川
洋
子
さ
ん
は
、
協
会
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
。
八
年
間
の
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ

ベ
テ
ラ
ン
だ
。
相
談
者
の
救
済
に
は
本
人
と
代

理
交
渉
権
を
も
つ
弁
護
士
、
借
り
入
れ
先
業
者

間
の
交
渉
が
不
可
欠
。
角
川
さ
ん
は
こ
れ
ら
相

互
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
を
担
う
。 

　
多
重
債
務
の
解
決
策
に
は
、
四
種
類
あ
る
。

弁
護
士
や
協
会
を
通
し
て
交
渉
・
和
解
し
、
弁

済
す
る
「
任
意
整
理
」
、
簡
易
裁
判
所
で
和
解

す
る
「
特
定
調
停
」
、
地
方
裁
判
所
に
再
生
案

を
提
出
す
る
「
個
人
再
生
」
、
最
終
選
択
肢
と

し
て
の
「
自
己
破
産
」
。
ど
れ
を
選
ぶ
か
は
収

入
、
借
入
れ
件
数
や
債
務
額
に
よ
る
が
、
協
会

は
相
談
者
と
話
し
合
い
、
適
切
な
方
法
を
見
い

出
す
。 

　
相
談
者
の
ほ
と
ん
ど
は
、
借
金
を
重
ね
た
こ

と
で
口
が
重
く
、
す
ぐ
に
は
実
情
を
切
り
出
さ

な
い
。
「
初
回
の
相
談
で
は
深
入
り
せ
ず
、
現

状
を
把
握
し
な
が
ら
も
絶
対
に
説
教
し
な
い
こ

と
が
基
本
で
す
」。 

　
弁
護
士
と
角
川
さ
ん
は
、
相
談
者
が
作
成
し

た
債
務
明
細
に
目
を
通
し
、
残
債
務
額
を
予
測

す
る
。
債
務
を
ど
れ
だ
け
圧
縮
で
き
る
か
は
、

借
入
れ
時
期
や
利
用
状
況
し
だ
い
。
期
間
が
長

い
ほ
ど
、
利
息
制
限
法
の
引
き
直
し
を
適
用
す

れ
ば
、
残
元
本
は
圧
縮
さ
れ
る
。
だ
が
、
利
用

状
況
に
よ
り
減
額
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

角
川
さ
ん
は
厳
し
い
表
情
を
崩
さ
な
い
。
「
い

ち
ば
ん
大
切
な
の
は
、
相
談
者
自
身
が
返
済
へ

の
強
い
決
意
を
も
ち
、
生
活
の
あ
り
方
を
し
っ

か
り
立
て
直
す
こ
と
で
す
」。 

　
次
は
一
カ
月
に
必
要
な
生
活
費
の
見
直
し
だ
。

こ
れ
が
で
き
れ
ば
、
毎
月
の
返
済
額
の
見
通
し

も
つ
く
。
低
め
に
見
積
も
る
相
談
者
が
多
い
。

心
機
一
転
、
意
気
込
み
を
み
せ
た
い
、
そ
ん
な

思
い
か
ら
だ
ろ
う
。
で
も
、
返
済
期
間
は
三
年

く
ら
い
の
長
丁
場
が
普
通
。
「
無
理
は
ダ
メ
で

す
。
食
事
も
睡
眠
も
し
っ
か
り
。
で
な
い
と
続

き
ま
せ
ん
」。
角
川
さ
ん
は
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値
基
準
は
そ
れ
ぞ
れ
違

う
だ
け
に
容
易
で
は
な
い
。 

　
初
回
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
終
え
る
頃
、
相

談
者
の
表
情
は
見
違
え
る
よ
う
に
明
る
く
な
る
。

そ
れ
ま
で
は
債
務
総
額
を
知
る
こ
と
す
ら
怖
か

っ
た
、
で
も
何
も
か
も
話
し
た
、
何
と
か
な
り

そ
う
だ
、
安
堵
感
が
包
む
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
重
ね
る
に
つ
れ
、
身
な
り
が
整
い
、
子
ど
も

に
か
ま
う
余
裕
も
出
て
く
る
。
当
初
の
予
想
を

上
回
る
ペ
ー
ス
で
返
済
が
す
す
め
ば
、
ギ
ク
シ

ャ
ク
し
て
い
た
夫
婦
関
係
も
改
善
に
向
か
う
。

こ
ん
な
相
談
者
の
変
化
が
、
な
に
よ
り
う
れ
し

い
と
角
川
さ
ん
は
言
う
。 

　
相
談
者
の
三
分
の
一
が
二
〇
歳
代
。
若
者
の

相
談
数
は
九
二
年
を
ピ
ー
ク
に
減
り
つ
づ
け
て

い
た
が
、
一
昨
年
頃
か
ら
は
横
ば
い
の
状
態
だ
。

フ
リ
ー
タ
ー
が
多
く
、
ひ
と
り
暮
ら
し
を
す
る

た
め
の
準
備
や
携
帯
電
話
の
使
い
す
ぎ
で
、
深

み
に
は
ま
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
。
男
性
で

は
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
は
ま
る
パ
タ
ー
ン
も
相
変

わ
ら
ず
だ
。 

　
家
族
と
来
所
す
る
相
談
者
に
は
、
間
髪
入
れ

ず
し
ゃ
べ
り
続
け
る
母
に
、
一
方
の
息
子
は
無

言
と
い
う
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を

手
こ
ず
ら
せ
る
こ
ん
な
ケ
ー
ス
に
、
角
川
さ
ん

は
若
者
が
話
し
や
す
い
雰
囲
気
を
作
る
こ
と
に

も
気
を
配
る
。
「
こ
う
し
た
相
談
者
は
、
家
族

に
し
か
ら
れ
て
ば
か
り
で
疲
れ
て
い
ま
す
。
ひ

と
つ
で
も
良
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
て
褒
め
、
立

ち
直
る
き
っ
か
け
を
作
っ
て
あ
げ
る
。
子
育
て

と
同
じ
で
す
」 

　
あ
る
若
者
の
案
件
が
、
交
渉
の
末
や
っ
と
全

件
和
解
し
た
。
ホ
ッ
と
す
る
。
と
、
同
じ
よ
う

な
境
遇
の
友
人
を
連
れ
て
く
る
。
ま
た
相
談
が

始
ま
る
。
で
も
角
川
さ
ん
は
、
ひ
ま
わ
り
の
よ

う
な
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
相

談
者
も
心
を
開
放
で
き
る
の
だ
な
と
思
わ
せ
た
。 

（
調
査
部
　
渡
邊
木
綿
子
） 
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各
地
の
学
窓
か
ら
 

地
方
大
学
の
 

　
　
教
育
と
就
職
 

奥
井
め
ぐ
み
　
 

（
金
沢
学
院
大
学
経
営
情
報
学
部
助
教
授
） 

金　沢 

　
金
沢
に
は
、
就
職
率
九
九
％
を
超
え
る
大

学
が
あ
る
。
残
念
な
が
ら
私
の
勤
務
先
で
は

な
く
、
某
工
業
大
学
で
あ
る
。
こ
の
驚
異
的

な
数
字
は
、
全
国
ネ
ッ
ト
で
特
集
番
組
が
放

映
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
金
沢
の
み
な
ら
ず
、

全
国
的
に
話
題
と
な
っ
た（
と
思
う
）。
も
ち

ろ
ん
、
私
の
勤
務
先
で
も
、
話
題
と
な
り
、

先
日
、
同
僚
の
教
員
と
そ
の
番
組
の
ビ
デ
オ

を
拝
見
し
た
。 

　
そ
の
内
容
は
だ
い
た
い
次
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。
ま
ず
、
企
業
出
身
者
の
教
員
が
多

く
、
そ
の
コ
ネ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
多
く

の
教
員
が
新
規
就
職
先
の
開
拓
に
あ
た
り
、

大
学
全
体
と
し
て
就
職
支
援
体
制
が
整
っ
て

い
る
。
基
礎
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、

学
力
が
不
足
し
て
い
る
学
生
に
は
担
当
の
教

員
が
小
・
中
学
レ
ベ
ル
か
ら
の
数
学
な
ど
を

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
教
え
る
。
卒
業
時
に
は
、

そ
の
よ
う
な
学
生
も
大
企
業
へ
の
就
職
を
目

指
す
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
実
際
、
就
職
内

定
者
の
四
分
の
三
が
い
わ
ゆ
る
大
企
業
に
決

ま
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。 

　
大
企
業
の
不
祥
事
が
続
い
て
い
る
昨
今
、

「
大
企
業
に
就
職
さ
せ
る
の
が
い
い
」
と
単

純
に
は
言
え
な
い
が
、
近
年
の
厳
し
い
就
職

事
情
を
思
う
と
、
こ
の
高
い
就
職
率
は
う
ら

や
ま
し
い
限
り
で
あ
る
。
一
方
で
、
身
近
に

そ
の
よ
う
な
成
功
例
が
あ
る
と
元
気
付
け
ら

れ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。 

　
北
陸
は
全
国
レ
ベ
ル
で
み
て
も
失
業
率
が

低
い
。
平
成
一
五
年
度
の
労
働
経
済
白
書
よ

り
、
二
〇
〇
二
年
の
都
道
府
県
別
失
業
率
を

み
る
と
、
全
国
平
均
が
五
・
四
％
な
の
に
対

し
、
北
陸
四
県
で
は
、
新
潟
四
・
五
％
、
富

山
三
・
六
％
、
石
川
四
・
二
％
、
福
井
三
・

六
％
で
あ
る
。
若
年
層
に
つ
い
て
み
る
と
一

五
歳
〜
二
四
歳
の
完
全
失
業
率
は
、
全
国
平

均
九
・
九
％
に
対
し
北
陸
は
七
・
四
％
、
二

五
〜
三
四
歳
の
全
国
平
均
が
六
・
四
％
な
の

に
対
し
北
陸
は
四
・
七
％
で
あ
り
、
い
ず
れ

も
他
の
地
域
と
比
較
し
て
全
国
最
低
で
あ
る
。

本
学
の
学
生
は
北
陸
地
方
出
身
者
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
県
で
失
業
率
が
低
い

こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
楽
観

視
は
で
き
な
い
。 

　
三
カ
月
程
前
の
新
聞
記
事（
＊
）で
、「
就
職

を
希
望
す
る
石
川
県
内
の
高
校
卒
業
者
が
過

去
一
五
年
で
は
じ
め
て
増
加
し
、
前
年
同
月

比
で
五
・
二
％
増
」
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
。

こ
れ
は
二
月
末
時
点
で
行
わ
れ
た
調
査
結
果

に
基
づ
い
て
い
る
。
調
査
を
行
っ
た
石
川
労

働
局
で
は
こ
の
原
因
を
「
大
卒
で
も
就
職
難

は
同
じ
だ
と
考
え
、
進
学
し
な
い
生
徒
が
増

え
た
か
ら
で
は
な
い
か
」
と
み
て
い
る
。
こ

の
記
事
は
、
大
学
へ
の
進
学
者
が
減
少
す
る

こ
と
を
憂
慮
さ
せ
た
だ
け
で
な
く
、
学
生
の

就
職
を
考
え
た
時
に
、
大
学
は
何
を
す
べ
き

な
の
か
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
。 

　
た
と
え
大
学
で
身
に
つ
け
た
技
能
が
職
場

で
直
接
役
に
立
た
な
い
と
し
て
も
、
大
卒
で

あ
る
こ
と
が
労
働
者
の
潜
在
能
力
の
高
さ
を

示
す
シ
グ
ナ
ル
と
な
れ
ば
採
用
時
に
有
利
と

な
る
。
そ
し
て
、
従
来
は
大
卒
で
就
職
し
た

場
合
に
は
、
高
卒
よ
り
も
高
い
所
得
が
保
障

さ
れ
た
り
、
よ
り
魅
力
の
あ
る
職
種
に
従
事

で
き
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
。
し
か

し
、
就
職
難
で
大
卒
に
そ
の
よ
う
な
メ
リ
ッ

ト
が
無
く
な
れ
ば
、
若
者
の
大
学
へ
の
進
学

意
欲
は
そ
が
れ
る
で
あ
ろ
う
。 

　
最
近
で
は
就
職
に
備
え
て
大
学
で
資
格
を

と
ら
せ
よ
う
と
す
る
傾
向
も
強
い
が
、
資
格

を
取
得
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
専
門
学
校
に
通

え
ば
よ
い
し
、
そ
も
そ
も
大
学
は
、
資
格
取

得
を
目
的
と
し
た
場
で
は
な
い
（
教
員
免
許

を
除
け
ば
）。
で
は
、
就
職
を
考
え
た
場
合
に
、

大
学
は
学
生
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
教
育
を

す
る
べ
き
な
の
か
。
折
り
に
触
れ
、
同
僚
と

議
論
す
る
こ
と
の
多
い
テ
ー
マ
で
あ
る
。 

（
＊
）
二
〇
〇
四
年
三
月
三
一
日
北
國
新
聞
朝
刊 

 

奥
井
め
ぐ
み
（
お
く
い
・
め
ぐ
み
） 

　
労
働
経
済
学
専
攻
。
主
な
論
文
に
「
パ
ネ

ル
デ
ー
タ
に
よ
る
男
女
別
規
模
間
賃
金
格
差

に
関
す
る
実
証
分
析
」
『
日
本
労
働
研
究
雑

誌
』
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
号
な
ど
多
数
。 
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私のこの一冊 

私　の　こ　の　一　冊 

『五輪書』 

P r o f i l e

阿南惟正 
（あなみ・これまさ） 
新日本製鐵顧問 

宮本武蔵著　渡辺一郎校注  
岩波文庫（1985年発行） 

1933年1月生まれ。1956年東大法学部卒業。同年4月八幡製鐵入社。新日本製
鐵副社長、その後、太平工業社長、会長を経て、2001年4月から現職。 

　
昨
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
宮
本

武
蔵
」
は
、
新
之
助
の
登
場
も
あ
り
、

大
い
に
期
待
し
て
い
た
が
、
全
体
と
し

て
盛
り
上
が
ら
ず
残
念
だ
っ
た
。
し
か

し
、
こ
の
ド
ラ
マ
の
お
か
げ
で
、
私
自

身
は
幾
つ
か
武
蔵
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね

る
こ
と
が
で
き
た
。 

　
巌
流
島
は
、
か
つ
て
一
度
渡
っ
た
こ

と
が
あ
る
が
、
そ
の
時
に
比
べ
て
観
光

用
に
整
備
さ
れ
、
往
年
の
野
趣
は
す
っ

か
り
失
わ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
武
蔵
と

小
次
郎
の
決
闘
が
、
船
の
着
く
度
に
演

じ
ら
れ
る
が
、
演
者
も
毎
日
何
回
も
く

り
返
す
せ
い
か
、
相
当
に
迫
力
が
あ
っ

た
。 

　
小
倉
と
門
司
の
境
に
近
い
手
向
山
に

は
、
武
蔵
の
養
子
で
小
笠
原
藩
家
老
で

あ
っ
た
伊
織
が
建
て
た
大
き
な
碑
が
あ

り
、
武
蔵
の
生
涯
を
語
り
伝
え
て
い
る
。

ま
た
作
家
村
上
元
三
に
ち
な
ん
だ
「
小

次
郎
の
眉
涼
し
け
れ
つ
ば
く
ら
め
」
の

石
碑
も
あ
り
、
遥
か
巌
流
島
を
望
ん
で

い
る
。 

　
熊
本
で
は
霊
巌
洞
を
訪
ね
た
。
曹
洞

宗
霊
巌
寺
の
裏
に
あ
る
洞
窟
で
、
高
さ

一
間
半
、
巾
二
間
、
奥
が
三
間
あ
る
。

こ
こ
で
晩
年
の
武
蔵
は
参
禅
し
な
が
ら

『
五
輪
書
』
を
著
わ
し
た
と
云
わ
れ
る
。 

武
蔵
西
塚
は
淋
し
い
畑
地
の
は
ず
れ
に

あ
り
、
高
弟
寺
尾
信
行
た
ち
の
墓
に
守

ら
れ
る
よ
う
に
建
っ
て
い
る
が
極
め
て

質
素
な
も
の
で
あ
る
。 

　
途
中
で
立
ち
寄
っ
た
熊
本
県
伝
統
工

芸
館
の
吉
丸
館
長
は
武
蔵
の
事
績
に
詳

し
く
、
約
一
時
間
に
わ
た
っ
て
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
た
。
放
浪
の
剣
士
た
ち

の
生
涯
は
ほ
と
ん
ど
伝
わ
ら
な
い
が
、

武
蔵
の
場
合
は
、
最
後
の
五
年
間
を
細

川
家
で
優
遇
さ
れ
、
多
く
の
弟
子
に
も

恵
ま
れ
た
た
め
、
か
な
り
の
記
録
が
残

さ
れ
て
幸
せ
な
晩
年
だ
っ
た
と
云
う
。 

　
武
蔵
が
最
後
に
精
魂
を
傾
け
た
の
が

『
五
輪
書
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
地
水
火

風
空
の
五
巻
に
分
か
れ
る
。 

　
地
の
巻
は
総
論
で
兵
法
を
修
め
る
心

が
け
を
説
く
。
水
の
巻
は
、
彼
が
生
涯

を
か
け
て
編
み
出
し
た
二
天
一
流
の
太

刀
筋
。
火
の
巻
は
、
太
刀
そ
の
も
の
の

用
法
、
敵
と
相
い
対
す
る
時
の
動
作
、

心
が
ま
え
。
風
の
巻
は
、
他
流
と
己
の

兵
法
の
比
較
と
得
失
を
論
ず
る
。
空
の

巻
は
、
前
四
巻
を
受
け
た
結
論
。 

　
五
輪
書
自
体
通
読
す
る
の
は
な
か
な

か
面
倒
で
あ
る
が
、
私
は
こ
の
中
で
特

に
二
つ
の
文
章
を
引
い
て
感
想
を
語
り

た
い
。 

　
水
の
巻
の
結
び
の
一
句
「
千
日
の
稽

古
を
鍛
と
し
、
万
日
の
稽
古
を
練
と
す
」

は
重
味
が
あ
る
。
剣
道
の
み
で
な
く
如

何
な
る
道
に
お
い
て
も
「
継
続
は
力
な

り
」
を
端
的
に
言
い
表
し
た
名
言
で
あ

る
。 

　
空
の
巻
は
、
武
蔵
が
行
き
つ
い
た
最

後
の
心
境
、
「
萬
里
一
空
」
の
真
髄
が

語
ら
れ
て
い
る
。
空
と
は
迷
い
の
無
い

心
。
迷
わ
ず
、
頼
ら
ず
、
道
を
求
め
、

道
を
究
め
る
。
宮
本
武
蔵
六
二
年
の
生

涯
そ
の
も
の
を
表
わ
す
言
葉
で
あ
っ
た
。 

　
少
年
の
頃
、
吉
川
英
治
の
『
宮
本
武

蔵
』
を
感
動
し
て
読
ん
だ
も
の
だ
っ
た

が
、
そ
の
後
の
武
蔵
を
訪
ね
て
、
あ
ら

た
め
て
教
え
ら
れ
た
こ
と
が
多
い
。 
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Business Labor Trend  2004.7

　社会人としてのマナーや会社のルールな
どというものは、馬齢を重ねるうちに自然
に習得できるものだと思っていた。しかし、
これは一般的には甘い考えであるようだ。
本書のような図書の出版が企画され、それ
なりの需要もあるようだからである。メガ
コンペティションによる労働過重が、会社
の先輩が居酒屋で仕事常識を教えてくれる
という醇風美俗を駆逐してしまったせいも
あろう。とはいっても、勤続30年を閲しな
がらも、出張でためたマイルを私用に使っ
ても、度を過ぎなければ横領にはならない
ことを教えてくれ、小心者の長年の胸の支
えをおりさせてくれた本書の功績は大きい。 

　少子化の進行は、政府の政策でも押し止
めようもない。圓歌風に言えば、周囲に高
齢独身者が佃煮にするほどあふれ、逆に、
３人の子福者（もう死語であろうか）は金
の草鞋で捜してもなかなかみつからない。
核家族化と近隣共同体の崩壊は、育児にか
ける周囲の目と手を減らしている。本書も
示唆するように、周囲の手と目の減少は子
供の性格形成にどのような影響を及ぼして
いるのであろうか。騒がしいだけのテレビ
番組やジャンクフードの開発に人生をすり
減らすより、育児の方が文字通り数段生産
的である。男性が心おきなく育児参加でき
る社会制度と企業の理解が望まれている。 

　個々の老いの姿は、それまでの千紫万紅
の人生を映すことから、千姿万態である。
一国でもそうなら、歴史・風土の異なる海
外における姿は、さらに多様であろう。ア
ラブやアボリジニ、イヌイトなどの老人の
姿を活写した本書は、どういう老い方があ
るのか、社会や家族はどう対処しているか
を教えてくれる。自律可能な老後を迎えら
れればよいが、本人の希望とはかかわりな
く他人の世話が必要になった高齢者に社会
はどう応対したらいいのであろうか、また、
当該個人はどう自分で納得したらいいので
あろうか。社会も個人も納得のいく老い方は、
最重要な研究テーマである。 

平成１４年就業構造基本調査報告／総務省統計局（総務省統計局） 

労働経済動向調査報告　平成１５年度／厚生労働省大臣官房統計情報部（厚生労働省大臣官房統計情報部） 

平成１５年労使関係総合調査　労働組合基礎調査報告／厚生労働省大臣官房統計情報部（厚生労働省大臣官房統計情報部） 

労働統計要覧　平成１５年度／厚生労働省大臣官房統計情報部（国立印刷局・本体価格1,239円） 

新規学校卒業就職者の就職離職状況調査結果／厚生労働省職業安定局労働市場センター業務室（厚生労働省職業安定局労働市場センター業務室） 

国際労働経済統計年鑑　2002年版／国際労働事務局（日本ＩＬＯ協会・本体価格23,810円） 

高度成長のなかの社会政策／玉井金五・久本憲夫（ミネルヴァ書房・本体価格4,000円） 

日本の経営／森一夫（日本経済新聞社・本体価格830円） 

近代日本における社会調査の軌跡／川合隆男（恒星社厚生閣・本体価格6,400円） 

日本の労働調査　1945～2000年／山本潔（東京大学出版会・本体価格13,000円） 

戦時期日本の下請工業／植田浩史（ミネルヴァ書房・本体価格5,500円） 

かごしま女性解放史／芳即生（高城書房・本体価格2,000円） 

資料労働運動史　平成１２年／厚生労働省（労務行政研究所・本体価格37,619円） 

「雇用を創る」構造改革／島田晴雄（日本経済新聞社・本体価格1,600円） 

ジョブ・クリエイション／玄田有史（日本経済新聞社・本体価格3,600円） 

従業員持株制度の実証的研究／園田光司（勁草書房・本体価格4,800円） 

いまなぜ人事制度改革なのか／松田憲ニ（コープ出版・本体価格1,800円） 

これからの賃金・退職金・企業年金／二神恭一（中央経済社・本体価格3,000円） 

男性の育児休業／佐藤博樹・武石恵美子（中央公論新社・本体価格740円） 

女性と労働／吉田恵子・斎藤哲・東條由紀彦・岡山礼子（日本経済評論社・本体価格4,200円） 

女性たちの平成不況／樋口美雄・太田清・家計経済研究所（日本経済新聞社・本体価格1,800円） 

老いの人類学／青柳まちこ（世界思想社・本体価格1,800円） 

雇う前／働く前に読む　パートタイムＱ＆Ａ／山下次郎（文芸社・本体価格1,000円） 

パートタイマー・契約社員等の法律実務［第２版］／石嵜信憲（中央経済社・本体価格2,200円） 

仕事を学ぶ／田中萬年（実践教育訓練研究協会・本体価格1,429円） 

職1500／自由国民社（自由国民社・本体価格1,600円） 

就職がこわい／香山リカ（講談社・本体価格1,300円） 

昭和年間　法令全書（第17巻-5～8)／内閣印刷局（原書房・本体価格各14,175円） 

労使関係法解釈総覧／厚生労働省政策統括官（労働法令協会・本体価格6,400円） 

新訂わかりやすい労働法／厚生労働省政策統括官（労働法令協会・本体価格2,400円） 

日本の労使関係と法／外尾健一（信山社出版・本体価格8,000円） 

改正労働基準法の実務知識／高橋壽雄（清文社・本体価格2,600円） 

15年度版労災保険の最近における審査請求の傾向と解説／厚生労働省労働基準局労災補償部補償課（厚生労働省労働基準局労災補償部・本体価格2,381円） 

労働基準法解釈総覧／厚生労働省労働基準局（労働調査会・本体価格4,219円） 

平成15年度版雇用保険の実務手引／厚生労働省職業安定局雇用保険課（労務行政研究所・本体価格4,095円） 

社会保障年鑑　2004年版／健康保険組合連合会（東洋経済新報社・本体価格3,400円） 

福祉市民社会を創る／加藤春恵子（新曜社・本体価格3,600円） 

新しい社会福祉の法と行政［第３版］／宇山勝儀（光生館・本体価格2,400円） 

社会福祉の思想と歴史／朴光駿（ミネルヴァ書房・本体価格2,800円） 

新しい社会福祉の焦点／宇山勝儀・小林良ニ（光生館・本体価格2,400円） 

社会福祉概論／宇山勝儀・森長秀（光生館・本体価格2,400円） 

21世紀の公私年金政策／渡部記安（ひつじ書房・本体価格4,600円） 

家族のライフスタイルを問う／神原文子（勁草書房・本体価格2,400円） 

平成１６年度版中小企業施策総覧／中小企業庁（中小企業総合研究機構・本体価格1,429円） 

現代経営戦略の潮流と課題／林�一・高橋宏幸（中央大学出版部・本体価格3,500円） 

海外進出企業総覧　2004(国別編）／東洋経済新報社（東洋経済新報社・本体価格19,000円） 

組織と戦略／権泰吉・高橋正泰（文眞堂・本体価格2,800円） 

「日本式Ｍ＆Ａ」成功の法則／山野彰英（ダイヤモンド社・本体価格1,600円） 

2004年版韓国企業年鑑　／金時文・蔡載雄･阿部信行他（東洋経済日報社・本体価格38,000円） 

経営者のための事業再編ガイドブック／中央青山監査法人（中央経済社・本体価格2,000円） 

ＳＯＨＯ起業家として生きる／ぶぎん地域経済研究所（海文堂・本体価格1,400円） 

よくわかる標本調査法／厚生統計協会（厚生統計協会・本体価格1,905円） 

東南アジアのＮＧＯとジェンダー／田村慶子・織田由紀子（明石書店・本体価格3,000円） 

平成１６年版国土交通白書／国土交通省（ぎょうせい・本体価格2,800円） 

21世紀アメリカの社会問題／熊谷文枝（勁草書房・本体価格3,000円） 

パーソンズ・ルネッサンスへの招待／富永健一・徳安彰（勁草書房・本体価格4,000円） 

社会学的フィールドワーク／好井裕明･三浦耕吉郎（世界思想社・本体価格1,900円） 

『新・オトナの学校 仕事常識』 
日本経済新聞社編 

（日本経済新聞社、本体1,200円） 

『男性の育児休業―社員のニーズ、会社のメリット』 
東京大学教授／佐藤  博樹 

東京大学助教授／武石恵美子 著 
（中央公論新社、本体740円） 

『老いの人類学』 
茨城キリスト教大学教授／青柳まちこ編 
（世界思想社、本体1,800円） 


